
      数  学  Ａ  学  習  指  導  案 

日 ・ 時 平成２２年６月１日（火） 第１限 指導者  

学年・組 ２年７組 教室 ２４３教室 教科書 新編 数学Ａ（啓林館） 

単   元 第１章 個数の処理 

 

指 

導 

目 

標 

１ 集合の要素の個数について成り立つ性質

と場合の数の計算方法として、和の法則と

積の法則を理解させる。 

２ 順列、組合せに関する基本公式を理解さ

せると同時に、具体的な問題でその使い方

を習熟させる。 

指

導

計

画

第２節 場合の数 

１ 場合の数 

２ 順列 

３ 円順列・重複順列（本時はその１） 

４ 組合せ 

５ 二項定理 

本時の主題 円順列と重複順列 

前時の課題 課題プリントを解いておく。 

目 

標 

１ 円順列の意味を理解し、解法を理解させる。 

２ 重複順列の意味を理解し、解法を理解させる。 

指 導 内 容 時間 指導上の留意点 資料・教具・評価の観点等

導  

 

入  

１ 前時の課題の解答 

２ 本時の目標の確認 

５

   

・既習事項の内容について復 

習・確認をさせる。 

・復習の内容から本時の 

内容につなげる。 

＜関心・意欲・態度＞ 

 

 

 

 

展 

 

 

 

開 

１ 円順列の公式を導く。 

 

 

 

２ 問２３を解かせる。 

 

３ 重複順列の公式を導く。 

 

 

 

４ 問２４を解かせる。 

１０

 

 

 

１０

 

１０

 

 

 

１０

・具体的な数で計算させる。 

・回転させると同じ並び方に 

なることに気付かせる。 

 

・円順列の公式が正しく使える

ように指導する。 

・同じものを使ってもよいこと

に気付かせる。 

 

 

・重複順列の公式が正しく使え

るように指導する。 

・既知の順列の計算を基に

して、円順列を考えること

ができる。 

＜数学的な見方や考え方＞

・公式を正しく使えること

ができる。＜表現・処理＞

・積の法則を基にして、重

複順列を考えることができ

る。 

＜数学的な見方や考え方＞

・公式を正しく使えること

ができる。＜表現・処理＞

 

 

 

 

 

 

指 

 

導 

 

過 

 

程 

整  

 

理  

１ 本時のまとめ 

２ 次時の予告 

５ ・本時の内容が理解できてい

るかを確認させる。 

・円順列・重複順列につい

て理解している。 

＜知識・理解＞

次時の    

課 題    

問題集「ネオパル数学Ａ」ｐ１２、１３の１８a、１９aを解いてくる。 

 

 商業科 Ⅰ型 生徒数４２名 




